
第４章 活性化戦略 
 

  中心市街地活性化の基本方針を実現するため，以下のように計画体系に事業を整

理し，各施策が体系ごとに相乗的な効果をもたらすよう，５つの具体的戦略に基づ

き主要事業を展開していきます。 

 

１ 計画体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【各施策体系の事業数】 
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施策体系 事業数 関連事業（複合的に行う事業）数 

１．コンパクトな都市機能づくり 4 4 

２．住み続けられるまちづくり 8 2 

３．賑わいの導線づくり 9 10 

４．商業振興と地域資源みがき 13 16 

５．まちなか観光の推進 12 3 

総事業数 46 

 



２ 活性化戦略 

（１） 景観整備による魅力創造 

 

 中心市街地における看板建築などの，全国的に見ても保存例の少ない希少な歴史的

建造物は，市の景観的な財産とも言うことができ，昨今はメディア等でも取り上げら

れるなど，その注目度が高まっています。  

そのような建造物を中心とした景観形成および機能向上を図るため，住民参加型の

基金（石岡市住民参加型まちづくりファンド支援事業基金）を設置し，修景事業を支

援することにより，魅力的なまちなみをつくるとともに，交流の拠点となる機能の配

置や交流を支援する関連事業を複合的に行っていくことにより，交流人口の増加等を

目指します。 

 

 

 ○登録文化財 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          ○修景により効果が見込まれる建築物群 

 

 

 

 

 

修景事業により 

景観的な連続性のあるまちなみをつくる 

（求心力を高めるとともに，リピータを増やす） 

 

石岡市 

住民参加型 

まちづくり 

ファンド 

支援事業基金 

 

建築物所有者 

民間事業者など 

○関連事業 

登録文化財制度推進事業 

ふるさと歴史館運営事業 

石岡市中心市街地空き店舗

等活用支援事業 



（２） テナントミックス事業の強化による「賑わいの導線づくり」 

 

  テナントミックス事業は，中心市街地の賑わいを創出するため，各店舗やステー

ションパークとの連携を図りながら展開していく事業です。 

旧基本計画における主要事業であったテナントミックス事業については，すでに

実施中である「石岡スイーツプロジェクト」「農産物直売所事業」（「石岡カフェ」「農

家の野菜直売所」の 2 店舗）があります。新計画については学生や地域おこし協力

隊など外部からの知恵や力を取り入れながら，各店舗の運営体制を強化するほか，

各事業を整理・リニューアルし取り組んでいき，まちなか回遊ルートの確立と，観

光支援機能の役割を果たしていきます。 

 

 ○テナントミックス事業の新旧計画における比較 

   旧基本計画                          新基本計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農家の野菜直売所 

 

石岡カフェ 

石岡スイーツプロジェクト 

地産地消レストラン事業 

地元農産物直売所事業 

SY フロア活用事業 

まちかどギャラリーカフェ事業 

滞在型複合ショップ試行実験事業 

ステーションパーク活用事業 

高校生による農産物直売事業 

★石岡カフェ運営事業 
店舗の魅力アップに向けて，顧客層（会社員・高校生・地元住民・観光客など）に

対応したメニュー開発・店内イベント（ミニコンサート・ワークショップなど）等

の企画を，検討・実施する。 

★農家の野菜直売所運営事業 
現在地元住民に好評な地元食材を使った総菜メニューの充実に加え，農産物等のバ

リエーションを豊富にするため，地元高校生等との連携を強化する。 

★まちかどギャラリー事業 
地元を含む近隣の芸術活動の発表の場を定例的に設けるなど，通年にわたる企画展

等の開催により，恒常的なギャラリーの開設を目指す。 

★まちなかアンテナショップ検討事業 
「必ず立ち寄るステーション」として，まちを訪れる方にとって最も重要な「食」

の楽しみを提供することを中心としたアンテナショップの開設を目指す。 

★高校生などによる農産物等販売事業 
農家の野菜直売所・石岡カフェにて取り扱うことのできる農産物などの供給体制の

強化や，販売の実演等を行い，顧客との交流を行いながら魅力アップを図る。 

★ステーションパーク活用事業 
駅舎改築により改札口と連結したステーションパークにおいて，１階スペースの有

効活用を検討するとともに，イベント等の開催を検討・実施する。 



（３）  「住み続けられるまち」を目指して 

 

  居住者人口の確保は，中心市街地のみならず市全域における大きな課題となって

います。 

そのような状況の中で，中心市街地は，市全域と比較し高齢者の割合も高くなっ

ているだけでなく，建造物等も築年数が経過しており，新たに中心市街地に居住す

ることが難しくなっている面があります。 

一方，人口減少が続けば，市の財政も一層厳しくなり，市全域のインフラ維持等

にかかるコストの確保はさらに重要な課題となります。 

平成 27 年度より取り組んでいる石岡市都市計画マスタープランの見直しでは，

中心市街地を含む市の都市機能の方向性として，コンパクトなまちづくりが検討さ

れています。 

そこで，市全体における中心市街地の役割を整理し，「住み続けられる」ための

具体的な機能について検討するとともに，その実現に必要な商業振興・居住者支援

施策に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

活性化における課題の再整理 

  ・中心市街地における人口減少対策 

  （ターゲット・年齢層・地域） 

  ・遊休不動産の活用  

・資源活用における都市計画上の課題 

・民間の担い手発掘・育成 

・行政のワンストップ化     など 

事業化の実現 

・店舗のリニューアル/業種・業態転換 ・核店舗の拠点化（観光を含む情報発信のターミナル） 

・地域の核となる事業所・店舗の誘致  ・起業支援/インターンシップ制度による試験販売（チャレンジショップ） など 

石岡市都市計画マスタープランの見直し 

持続可能な都市機能を全市的に検討 

現在の施策 

・賃貸住宅ストック活用事業 

・住まいづくり推進事業 

・木の住まい助成事業 

・石岡市中心市街地空き店舗等 

活用支援事業        など 

今後の施策 

・コンパクトなまちづくりの推進 

・まちなか居住におけるタスクフォースの設置 

・石岡市住民参加型まちづくりファンド支援事業 

・まちなかリノベーション事業 

・空き店舗インターンシップ推進事業     など 

新陳代謝を 
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中心市街地都市機能の整理 

中心市街地の役割と 

その機能（コンパクトなまちづくり） 

の定義づけ 



（４） 歴史・文化を活かした「まちなか観光」の推進 

 

 平成２６年度に策定された石岡市観光振興計画においては，その基本方針として

「地域の特性を活かした観光エリアの魅力アップ」が掲げられています。そのなか

で，中心市街地においては「歴史・文化を活かしたまちなか観光の推進」施策に取

り組んでいます。 

新たな基本計画においては，観光振興計画との連携により，中心市街地における

観光資源の確立や魅力アップに取り組むことで，来街者・交流人口の増加を目指し，

「また来たくなるまち」として認知していただくための施策を実施します。 

 

○主な「観光振興計画との連携」により取り組む事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石岡駅西口市民文化伝承館活用事業 
・獅子・山車等の展示        ・展覧会・観光 PR 

 

ふるさと歴史館 

 

おもてなしによる魅力向上 

史跡情報案内事業 

・歴史の里お散歩博物館：目に留まっていない文化財等にもスポットを当て，観光資源を歴史 
時代背景ごとに整理した案内マップの作成，案内サイトの充実 

・現存しない歴史資産の CG 化・AR 化：実際にまちを歩いてその場で見る・体感することの 
できる歴史資産の確立 

ふるさと歴史館運営事業 

・企画展等の実施：定例的に企画展を継続開催することで，施設自体のリピート率を上げる。 
・まちあるきのターミナル機能：市の文化財等に興味のある方が起点として立ち寄る施設に。 

石岡市住民参加型まちづくりファンド支援事業 

・修景事業の支援による魅力アップ：統一した景観づくり，まちの景観にあった店舗等の整備 

 

まちなかアンテナショップ検討事業 
・まちなかにおける「食」の充実：求心力の高い特産品メニューの開発・食べ歩き PR，お土産 

品等の提供を目指す。 

歴史散策ツアー 

・歴史時代背景ごとに系統立てたツアーの整理・作成  ・歴史ボランティアによる案内 

 

おもてなしによる魅力向上事業 
・観光人材の育成          ・おもてなしマイスター制度 
・おもてなしガイドブック      ・市民向けおもてなし講座 
・ファンクラブ加入者への情報発信  ・飲食店等の割引などによる特典 
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（５）  横断型プロジェクトチームによる事業推進 

 

 旧計画においては，事業推進を主体者に依存する傾向が見られ，市役所庁内はも

ちろん，中心市街地の住民・商業者，あるいは地域外の人々が関わり合いながら事

業を進めることができなかった例があります。 

本計画においては，特に中核となる事業主体を中心に横断型プロジェクトチーム

を発足させ，多様な意見を反映させながら事業を推進していきます。地域活性化に

必要な外部からの視点・若者の視点・継続の視点などを持った多様な人材が積極的

に関わり，ブラッシュアップを繰り返しながら，各事業の取り組みを広げていきま

す。合わせて，事業の認知度を高めるために，さまざまな手法による情報発信を複

合的に行うことにより，中心市街地の求心力の向上を図ります。 

 

○横断型プロジェクトチームのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

硬直化せず，常に前向きに

動き続けるチームへ 

戦略的な情報発信 

   →求心力を高める 

住民参加型まちづくりファンド支援事業 

 

テナントミックス事業 

 

ステーションパーク活用事業 など 

行政（都市計画・

文化振興・観光） 

商店街 

商工関係

機関 

住 民 

（建屋所有者） 

学生 等 

 

ま ち づ く り 会

社，NPO 等 地域おこ

し協力隊

… ・修景事業の具体化 
・統一景観の形成 

 
・新メニューの考案 
・店内イベントの企画，実施 

 
・ステーションパークのイベン 
 ントの企画，実施 
 


